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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第44期

第１四半期累計期間
第45期

第１四半期累計期間
第44期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 219,667 225,360 1,172,922

経常損失(△) (千円) △146,158 △75,999 △254,756

四半期(当期)純損失(△) (千円) △147,512 △77,635 △262,322

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) 1,491,375 1,491,375 1,491,375

発行済株式総数 (株) 13,934,592 13,934,592 13,934,592

純資産額 (千円) 1,429,914 1,238,979 1,316,854

総資産額 (千円) 2,874,747 2,498,736 2,595,276

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △10.77 △5.67 △19.15

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 49.7 49.6 50.7

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当社は、継続的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提に

関する重要事象等が存在しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却に向けた政策効果により景気回復の兆しが

見え始めたものの、中国や新興国市場では経済成長率の鈍化が懸念されるなど、依然として不透明な状況

で推移いたしました。

当業界におきましては、家電業界は引き続き厳しい状況で推移いたしましたが、光ディスク関連は海外

を中心に僅かながら設備投資に動きが見られました。また、自動車業界につきましては、円安の定着化に

より輸出環境が改善したことから積極的な設備投資姿勢に転じるなど、受注環境は総じて改善傾向で推

移いたしました。

このような状況のなかで当社は、『ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置』に経営資源を集中し、大学や

公的機関、学会等への積極的なアプローチに加え、自動車、鉄鋼、船舶、建設、土木、その他の関連業界への

営業活動を本格化させるとともに、各種展示会への出展による情報収集を行うなど、全社をあげて受注活

動に注力いたしました。

また、光ディスク関連機器・装置は、海外ユーザからの引き合いが出始め今後の動向に期待が持てる状

況となり、３Ｄスキャナは自動車関連向けを中心に堅調に推移いたしました。

以上の結果、受注高は３億31百万円（前年同期比0.8％増）となり、売上高は２億25百万円（前年同期

比2.6％増）となりました。

損益面につきましては、引き続き固定費や諸経費の削減に取組んだことにより相応の経費削減効果が

得られたものの、売上高が伸び悩んだことから、１億１百万円の営業損失（前年同期は１億49百万円の損

失）、75百万円の経常損失（前年同期は１億46百万円の損失）、77百万円の四半期純損失（前年同期は１

億47百万円の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は24億98百万円となり、前事業年度末と比べて96百万円減少

いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が51百万円、現金及び預金が37百万円それぞれ減少した

ことによるものであります。

負債は12億59百万円となり、前事業年度末と比べて18百万円減少いたしました。これは主に、支払手形

及び買掛金が14百万円増加し、長期借入金が39百万円減少したことによるものであります。

純資産は12億38百万円となり、前事業年度末と比べて77百万円減少いたしました。これは主に、利益剰

余金が77百万円減少したことによるものであります。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は27百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第１四半期累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

276,880 131.1

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第１四半期累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

331,632 100.8 305,016 90.3

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第１四半期累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

225,360 102.6

（注）１． 主な輸出先、輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。

輸出先

前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年６月30日）

（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

アジア 60,154 76.0 10,371 65.2

北米 14,400 18.2 959 6.0

ヨーロッパ 4,434 5.6 4,591 28.8

その他 180 0.2 ─ ─

計 79,169 100.0 15,922 100.0

 ２． 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。
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(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等を解消し、又は改善するための対応策

当社は、継続的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提

に関する重要事象等が存在しております。

このような状況を早期に解消するため、次の対応策を実施してまいります。

　
① 受注の確保に向けた取組み

既存顧客への深耕営業を一層強化するほか、引き合い案件を倍増させるための活動に取組むととも

に、『ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置』やその他の売れ筋製品に的を絞った営業展開を進めてま

いります。

また、自社の製品や設備を活用した有償による計測や実験等の受託サービスにも積極的に取組んで

まいります。

② 材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しなどコストダウンを実施

してまいります。

③ 新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

『ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置』の関連製品や周辺機器の開発をタイムリーに実施するとと

もに、ヘルスケア関連などの成長が見込める分野へ積極的に経営資源を投入し、大学や研究機関と連携

して試作品の評価実験や共同研究を行うなど、新規事業の発掘と早期の事業化に注力してまいります。

④ 制度や仕組みの見直し

既存のルールや仕組みを抜本的に見直すことにより、さらなる無駄の削減や利益創出を図ります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,934,59213,934,592
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株

計 13,934,59213,934,592― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ─ 13,934,592 ─ 1,491,375 ─ 1,099,653

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　 234,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式13,387,000 13,387 ―

単元未満株式 普通株式 　313,592 ― ―

発行済株式総数 13,934,592― ―

総株主の議決権 ― 13,387 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ1,000株(議決権１個)及び145株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式125株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

234,000 ― 234,000 1.68

計 ― 234,000 ― 234,000 1.68

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号）第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 1.7％

売上高基準 0.7％

利益基準 2.0％

利益剰余金基準 0.2％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 503,470 465,471

受取手形及び売掛金 ※２
 552,463

※２
 501,095

有価証券 150,000 150,000

仕掛品 317,212 351,690

原材料及び貯蔵品 110,237 85,361

その他 45,586 26,304

貸倒引当金 △16,286 △11,244

流動資産合計 1,662,684 1,568,679

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 336,066 331,262

その他（純額） 241,267 240,205

有形固定資産合計 577,334 571,468

無形固定資産 31,102 28,539

投資その他の資産

投資有価証券 74,180 74,348

その他 341,481 334,220

貸倒引当金 △91,504 △78,519

投資その他の資産合計 324,156 330,049

固定資産合計 932,592 930,056

資産合計 2,595,276 2,498,736

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,841 39,244

短期借入金 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 133,362 141,912

未払金 ※１
 150,210

※１
 148,523

未払法人税等 6,485 2,281

その他 59,837 62,281

流動負債合計 474,736 494,243

固定負債

長期借入金 420,180 380,727

退職給付引当金 383,505 384,787

固定負債合計 803,685 765,514

負債合計 1,278,422 1,259,757
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,375 1,491,375

資本剰余金 1,099,653 1,099,653

利益剰余金 △1,114,617 △1,192,253

自己株式 △163,167 △163,575

株主資本合計 1,313,243 1,235,199

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,611 3,779

評価・換算差額等合計 3,611 3,779

純資産合計 1,316,854 1,238,979

負債純資産合計 2,595,276 2,498,736
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 219,667 225,360

売上原価 191,570 161,102

売上総利益 28,097 64,258

販売費及び一般管理費 177,356 165,560

営業損失（△） △149,259 △101,302

営業外収益

受取利息 233 18

受取配当金 305 330

為替差益 － 4,888

助成金収入 6,533 3,315

貸倒引当金戻入額 4,529 18,026

その他 970 749

営業外収益合計 12,571 27,329

営業外費用

支払利息 1,800 2,026

為替差損 7,669 －

営業外費用合計 9,470 2,026

経常損失（△） △146,158 △75,999

特別損失

固定資産除却損 8 511

特別損失合計 8 511

税引前四半期純損失（△） △146,166 △76,511

法人税、住民税及び事業税 1,345 1,124

法人税等合計 1,345 1,124

四半期純損失（△） △147,512 △77,635
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当第１四半期累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

当社は、継続的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推移していることから、継続企業の前提

に関する重要な疑義が存在しております。

このような状況を早期に解消するため、次の対応策を実施してまいります。

１．受注の確保に向けた取組み

既存顧客への深耕営業を一層強化するほか、引き合い案件を倍増させるための活動に取組むとと

もに、『ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置』やその他の売れ筋製品に的を絞った営業展開を進め

てまいります。

また、自社の製品や設備を活用した有償による計測や実験等の受託サービスにも積極的に取組ん

でまいります。

２．材料費及び外注費の低減

作りやすさを追究した設計を徹底し、使用部品の変更や購入方法の見直しなどコストダウンを実

施してまいります。

３．新規事業の早期立上げと新製品の早期市場投入

『ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置』の関連製品や周辺機器の開発をタイムリーに実施すると

ともに、ヘルスケア関連などの成長が見込める分野へ積極的に経営資源を投入し、大学や研究機関と

連携して試作品の評価実験や共同研究を行うなど、新規事業の発掘と早期の事業化に注力してまい

ります。

４．制度や仕組みの見直し

既存のルールや仕組みを抜本的に見直すことにより、さらなる無駄の削減や利益創出を図ります。
　

以上の対策を講じることにより、業績の回復を目指してまいりますが、これらの実現及び効果は、実施

途上であることに加え、経済情勢の変化や国内外の市場動向に影響されることから、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、当社の四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期財務諸表に反映させておりません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
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(四半期貸借対照表関係)

※１　ファクタリング方式により振替えた仕入債務の未払額

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

　 83,346千円 85,340千円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 42,475千円 24,765千円

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであ

ります。

　

　
前第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費（千円） 12,971 13,404
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため記載しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

　

   当第１四半期累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略して

おります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失(△)(円) △10.77 △5.67

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失(△)(千円) △147,512 △77,635

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △147,512 △77,635

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,701 13,699

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成25年８月９日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    疋田　憲司    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    岩田　礼司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工業

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第45期事業年度の第１四半期会計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。
　
強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続的な営業損失の計上に加え、売上高も減少傾向で推

移していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については

当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響

は四半期財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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